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2
0
0

2
0
0250

1
5
0

1
5
0

20
0

1
5
0

20
0

100

15
0

200

2
5
0

300

460.6

111.4

242.4

123.4

293.6

141.5

85.2

92.2

76.57

91.05

97.09

100.77

82.6

82.1

74.4

75.2

78.6

225.1

274.4

387.3

164.8

141.5

137.5

95.2

131.7

112.0

100.7

110.5

184.2

103.9

97.3

222.4

105.2

85.8

179.7

115.2

148.8

141.9

171.4

232.4

281.5

231.5

94.8

144.5

167.4

124.5

97.1

140.2

136.6

136.5

149.5

88.6

135.7

83.2

145.8

190.5

210.3

75.3

96.5

87.5

97.3

100.9

90.1

78.8

81.8

119.4

101.1

86.7

105.1

100.5

83.3

84.2

132.3

167.5

111.1

亀山市

関町古厩

関町木崎

関町市瀬

関町木崎

関町久我

関町萩原

関町会下

関町新所

関町富士ハイツ

関町泉ヶ丘

関町木崎

関町中町

関ヶ丘

国道２５号（名阪国道）

国道２５号

主
要
地
方
道
四
日

市
関
線

久
我
イ
ン
タ
ー

道の駅関宿

ＪＲ関西本線

勧
進
橋

古
厩
１
号
跨
道
橋

西畑橋

市
瀬
橋

市
瀬
橋

越川大橋

明
神
橋

北
川
原
橋

ふれあい橋

枯
木
橋

中ノ川橋

聖
橋

鷲
山
橋

大
和
橋

しょうじん橋

小川橋

越川大橋

川向橋

久
我
橋

福
徳
橋

スルガ亀山工場

西願寺

観音院

誓正寺

浄
安
寺

長徳寺

福蔵寺

ゲストホテル関ロッジ

関富士ハイツ合併処理場

光円寺

西圓寺

東海電化工業

延命寺

白金製函鈴鹿工場

正念寺

宝林寺
弘
善
寺

市瀬地区浄化センター

オークワ
関流通センター

地
蔵
院

瑞光寺

関デイアップセンター
亀寿苑

関
神
社

関
分
署

関郵便局

関
駅

関第２水源地

関文化交流センター

関小学校区学童保育所

関学校給食センター

関
ま
ち
な
み
資
料
館

関図書館

亀
山
市
役
所
関
支
所

上
下
水
道
局

関第三浄水場

関町北部ふれあい交流センター

健康づくり関センター

関子育て支援センター
関認定子ども園アスレ

老
人
福
祉
関
セ
ン
タ
ー

関宿旅籠玉屋歴史資料館

関中学校

関小学校

三重関電話交換所

鈴鹿の関長土居

鈴鹿川

市の瀬川 新池

城山池

破磨射場池

お
虎
川

小
野
川

加太川

まるやま公園

関総合スポーツ公園多目的グラウンド

公園

（工事中）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 亀山市

1511：10000

位置図

久我橋橋梁修繕工事

施工箇所



久我橋 補修一般図

側 面 図 S=1:200 断 面 図 S=1:20

平 面 図 S=1:200

A1～P6間

P6～A2間

中間部

LC

LC

G1 G2

G1 G2

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

4.05% 1.0%放物線勾配

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

鈴
鹿
川

上流側下流側

上流側下流側

G
1

G
2

支点部

中間部支点部

補修項目一覧表
名称

上部工補修工(断面修復)

下部工補修工(断面修復)

規格・寸法

無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

単位

m2

m2

数量

15.514

1.813

備考

(A2)

Ｎ

(P6)

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 補修一般図

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

<注記>

高力ボルト設置工

横桁補修工

本

0.46m3

1

上部工補修工(ひびわれ補修) 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 m 0.6

1.本図は既往の図書及び実測により
  作成した一般図である。

ｺﾝｸﾘｰﾄ 24-8-25

HTB M22×85 F10T

上部工補修工(断面修復)

横桁補修工

コンクリート舗装

高力ボルト設置工

上部工補修工(断面修復)

横桁補修工

下部工補修工(断面修復) 上部工補修工(断面修復) 上部工補修工(断面修復)

上部工補修工(断面修復)

高力ボルト設置工

コンクリート舗装
上部工補修工(ひびわれ補修)

上部工補修工(断面修復)

高力ボルト設置工

2

久我橋橋梁修繕工事

300 300
2700
2100

6
9
2

1
0
0

150 150
2400
2100

1
0
0

600 1500 600

450 1500 450

7000 7000 7000 7000 7000 7000 30 35 20950 35
84000

20950
200 20550 200 200 20550 200

1
50
2
1
00
1
5
0

2
4
00

6
0
01
5
00
6
0
0

3
0
0
2
1
00

3
0
0

2
7
00

45
01
5
00
4
5
0

7000 7000 7000 7000 7000 7000 30 35 35
84000

20950 20950
200 20550 200 200 20550 200



鈴
鹿
川

A1 P1

平 面 図

(桁下)

鈴
鹿
川

平 面 図

(橋面)

地覆 下流側

地覆 上流側

G1桁 上流側

A1 P1

久我橋 上部工補修図(その1) S=1:30

G
1

G
2

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その1)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

横桁

地覆

No.

GD1-01

GD1-02

GD1-03

BD1-01

JD1-01

JD1-02

JD1-03

JD1-04

小計

形状(m)

0.150

0.300

0.300

0.100

0.150

0.200

0.200

0.150

×

×

×

×

×

×

×

×

0.700

0.700

0.700

0.600

0.300

0.350

0.300

0.250

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.105

0.210

0.210

0.060

0.045

0.070

0.060

0.038

0.798

備考

面積(m2) 0.798

断面修復工

JD1-01 JD1-02

JD1-04

GD1-01

GD1-02

GD1-03 BD1-01

JD1-03

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む

3

久我橋橋梁修繕工事

1
D

鉄筋腐食箇所



鈴
鹿
川

P1 P2

平 面 図

(桁下)

鈴
鹿
川

平 面 図

(橋面)

地覆 下流側

地覆 上流側

G1桁 上流側

P1 P2

G2桁 下流側

G
1

G
2

久我橋 上部工補修図(その2) S=1:30

亀山市関町久我地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その2)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

横桁

床版

地覆

No.

GD2-01

GD2-02

GD2-03

GD2-04

GD2-05

GD2-06

BD2-01

SD2-01

JD2-01

JD2-02

小計

形状(m)

0.150

0.200

0.100

0.200

0.200

0.200

0.250

0.300

0.150

0.200

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.550

0.900

0.300

0.550

0.300

0.900

0.700

0.700

0.250

0.700

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.083

0.180

0.030

0.110

0.060

0.180

0.175

0.210

0.038

0.140

1.206

備考

面積(m2) 1.206

注）

断面修復工

2．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

規　格

既設Coはつり

名　称 備　考数　量

100.0m2

単位

カッタ―工含む

鉄筋ケレン・防腐処理 1

無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ

100m2当り断面修復工数量表

100.0断面修復（左官）

式

m2

ひびわれ充填　詳細図

施工手順

充　填　工

補修箇所調査

カッター工（Ｕ字型）

表面処理・洗浄・掃除

充填材(可とう性エポキシ樹脂)

規　格

充填材

名　称 摘　要数　量

21kg

単位

1400kg/m3

コンクリート殻 m3 0.015

可とう性エポキシ樹脂

100m当りひびわれ充填　数量表

殻運搬含む 参考重量0.04kg

延長(m)

0.3

ひびわれ充填
No.

GJ2-01

部材

主桁 ひび割れ幅 =2.0mm

摘　要

G2桁 上流側

2.0

1．施工に関しては、現地寸法を確認のこと。

無筋

JD2-01

JD2-02

GD2-01

GD2-02

SD2-01

GD2-03 GD2-04 GD2-05 GD2-06

BD2-01

ひびわれ

コンクリート 充填材(可とう性エポキシ樹脂)

プライマー塗布

GJ2-01

3．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる
   箇所の周辺については損傷箇所と同様にはつり工を行い、
   断面修復工を行うこと。

4．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まで
   はつりを行うこと。

5．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、
   鉄筋防錆材を塗布する。

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

（3.0）断面修復材 m3

プライマー含む

平均t=30mm

4

久我橋橋梁修繕工事

10

10～15mm

1
D

鉄筋腐食箇所



鈴
鹿
川

P2 P3

平 面 図

(桁下)

鈴
鹿
川

平 面 図

(橋面)

地覆 下流側

地覆 上流側

G1桁 上流側

P2 P3

G2桁 下流側

G2桁 上流側

G
1

G
2

久我橋 上部工補修図(その3) S=1:30

亀山市関町久我地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その3)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

地覆

No.

GD3-01

GD3-02

GD3-03

GD3-04

GD3-05

GD3-06

JD3-01

JD3-02

小計

形状(m)

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.150

0.150

×

×

×

×

×

×

×

×

0.600

0.400

0.400

0.500

0.300

0.350

0.300

0.300

箇所

1

1

1

1

2

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.120

0.080

0.080

0.100

0.120

0.070

0.045

0.045

0.660

備考

面積(m2) 0.660

延長(m)

0.3

ひびわれ充填
No.

GJ3-01

部材

主桁 ひび割れ幅 =2.0mm

摘　要

2.0

ひびわれ充填　詳細図

施工手順

充　填　工

補修箇所調査

カッター工（Ｕ字型）

表面処理・洗浄・掃除

充填材(可とう性エポキシ樹脂)

規　格

充填材

名　称 摘　要数　量

kg

単位

1400kg/m3

コンクリート殻 m3

可とう性エポキシ樹脂

ひびわれ充填　数量表

21

0.015

100m当り

殻運搬含む 参考重量0.04kg無筋

ひびわれ

コンクリート 充填材(可とう性エポキシ樹脂)

プライマー塗布

JD3-01

JD3-02

GD3-01 GD3-02

GD3-03 GD3-04

GD3-05

GD3-06

GJ3-01

注）

断面修復工

2．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

規　格

既設Coはつり

名　称 備　考数　量

100.0m2

単位

カッタ―工含む

鉄筋ケレン・防腐処理 1

無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ

100m2当り断面修復工数量表

100.0断面修復（左官）

式

m2

1．施工に関しては、現地寸法を確認のこと。

3．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる
   箇所の周辺については損傷箇所と同様にはつり工を行い、
   断面修復工を行うこと。

4．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まで
   はつりを行うこと。

5．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、
   鉄筋防錆材を塗布する。

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

（3.0）断面修復材 m3

プライマー含む

平均t=30mm

5

久我橋橋梁修繕工事

10

10～15mm

1
D

鉄筋腐食箇所



鈴
鹿
川

P3 P4

平 面 図

(桁下)

鈴
鹿
川

平 面 図

(橋面)

G2桁 上流側

P3 P4

G2桁 下流側

G
1

G
2

久我橋 上部工補修図(その4) S=1:30

亀山市関町久我地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その4)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

床版

No.

GD4-01

GD4-02

SD4-01

小計

形状(m)

0.250

0.200

0.300

×

×

×

0.600

0.400

0.700

箇所

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.150

0.080

0.210

0.440

備考

面積(m3) 0.440

断面修復工

SD4-01

GD4-01

GD4-02

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む

6
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1
D

鉄筋腐食箇所



鈴
鹿
川

P4 P5

平 面 図

(桁下)

鈴
鹿
川

平 面 図

(橋面)

地覆 下流側

地覆 上流側

G1桁 上流側

P4 P5

G2桁 下流側

G1桁 下流側

G2桁 上流側

G
1

G
2

久我橋 上部工補修図(その5) S=1:30

亀山市関町久我地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その5)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

床版

地覆

No.

GD5-01

GD5-02

GD5-03

GD5-04

GD5-05

GD5-06

GD5-07

GD5-08

SD5-01

JD5-01

JD5-02

JD5-03

JD5-04

JD5-05

小計

形状(m)

0.100

0.250

0.250

0.300

0.250

0.250

0.150

0.200

0.100

0.050

0.050

0.150

0.200

0.050

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.300

0.600

0.300

0.700

1.400

0.450

0.400

0.300

0.400

0.150

0.150

0.200

0.400

0.500

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.030

0.150

0.075

0.210

0.350

0.113

0.060

0.060

0.040

0.008

0.015

0.030

0.080

0.025

1.246

備考

面積(m2) 1.246

断面修復工

JD5-02

JD5-04 JD5-05

GD5-01

GD5-02 GD5-03

GD5-04

GD5-05 SD5-01 GD5-06

GD5-07

GD5-08

JD5-01

JD5-03

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む
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1
D
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P5 P6

平 面 図

(桁下)

平 面 図

(橋面)

G1桁 上流側

P5 P6

G2桁 下流側

鈴
鹿
川

鈴
鹿
川

G
1

G
2

久我橋 上部工補修図(その6) S=1:30

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その6)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

主桁

地覆

No.

GD6-01

GD6-02

GD6-03

JD6-01

小計

形状(m)

0.100

0.250

0.200

0.100

×

×

×

×

0.300

0.300

1.100

0.600

箇所

1

1

1

1

Σ

面積(m2)

0.030

0.075

0.220

0.060

0.385

備考

面積(m2) 0.385

断面修復工

JD6-01

GD6-01

GD6-02 GD6-03

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む
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久我橋 上部工補修図(その7) S=1:30

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その7)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]

部材

床版

No.

SD7-01

SD7-02

小計

形状(m)

0.150

0.150

×

×

8.100

21.050

箇所

1

1

Σ

面積(m2)

1.215

3.158

4.373

備考

面積(m2) 4.373

断面修復工

鈴
鹿
川

平 面 図

(桁下)

P6 P7

G
1

G
2

SD7-01

SD7-02

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む
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久我橋 上部工補修図(その8) S=1:30

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 上部工補修図(その8)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工数量　[平均深さ30mm]
部材

床版

No.

SD8-01

SD8-02

SD8-03

小計

形状(m)

0.150

0.300

0.150

×

×

×

21.050

0.300

21.050

箇所

1

1

1

Σ

面積(m2)

3.158

0.090

3.158

6.406

備考

面積(m2) 6.406

断面修復工

鈴
鹿
川

平 面 図

(桁下)

P7 A2

G
1

G
2

SD8-02

SD8-01

SD8-03

損傷部分

配力鉄筋

断面復旧工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

断面修復工数量表

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

注）1．下地処理の厚さを、上部工平均t=30ｍｍとして算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

断面修復（左官） 100.0

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

式

m2

（3.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=30mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む
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久我橋  下部工補修図(その1) S=1:20

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋  下部工補修図(その1)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

G2 G1

A1橋台 P1橋脚(P2側) P2橋脚(P1側)

P3橋脚(P4側)

G2 G1

G1 G2

G2 G1

P6橋脚 (P5側) P6橋脚 (P7側)

G1 G2

G2 G1

P5橋脚(P4側)
G1 G2

G1 G2

P4橋脚(P3側)

KDB1-03

KDB5-01
KDB3-01

KDA6-01

KDB4-01KDB3-02

KDB1-01

KDB6-01

KDB1-04

KDA2-01

KDB1-02

KDB6-02

11
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久我橋  下部工補修図(その2)

三重県亀山市関町地内

亀山市

図示

久我橋  下部工補修図(その2)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

断面修復工B 数量　[平均深さ90mm]
部材

竪壁
断面修復工A 数量　[平均深さ70mm]
部材

梁部

No.

KDB1-01

KDB1-02

No.

KDA2-01

小計

形状(m)

0.300

0.300

形状(m)

0.150

×

×

×

0.500

0.700

0.350

箇所

1

1

箇所

1

Σ

面積(m2)

0.150

0.210

面積(m2)

0.053

0.133

備考

備考

面積(m2) 0.133

KDB1-03

KDB1-04

0.300

0.300

×

×

0.700

0.400

1

1

0.210

0.120

梁部

KDB3-01

KDB3-02

0.300

0.300

×

×

0.700

0.700

1

1

0.210

0.210

KDB4-01 0.300 × 0.400 1 0.120

KDB5-01 0.300 × 0.500 1 0.150

KDB6-01

KDB6-02

0.300

0.300

×

×

0.500

0.500

1

1

0.150

0.150

KDA6-01 0.200 × 0.400 1 0.080

小計 Σ 1.680

面積(m2) 1.680

断面修復工 B

主 桁

断面修復工A 数量表

注）

断面修復工 A

1．断面修復工Aについては、下地処理の厚さを、下部工平均t=70㎜として算出。

2．鉄筋のかぶりが少なく、表面が劣化していると思われる箇所の周辺については

3．鉄筋のさびを確認した場合は、鉄筋背面より1D分まではつりを行うこと。

   損傷箇所と同様にはつり工を行い、断面修復工を行うこと。

4．露出した鉄筋は電動ワイヤーカップ等で錆を除去して、鉄筋防錆材を塗布する。

主 桁

削孔長  

断
面

修
復

工
,
鉄

筋
探
査

範
囲

鉄筋加工図 S=1:10

3-D13×370H1

H1

S=1:3

5. 既設躯体の鉄筋を確認の上、アンカー用の削孔を行うこと。

　 又、アンカー位置の変更は、協議の上位置を決定すること。

6. 鉄筋の材質はSD345とする。

7. 新旧コンクリートの一体化を図るため、十分なチッピング処理を行うこと。

(10D以上)

断面修復工,鉄筋探査範囲

断
面

修
復

工
,
鉄

筋
探
査

範
囲

※( )内は、修復範囲が300mmの際の寸法を示す。

チッピング

アンカ－筋 D13

   D13

削孔φ23×140
樹脂注入(エポキシ系樹脂)

はつり
復旧は断面修復材による

はつり
復旧は断面修復材による

損傷部分

配力鉄筋

断面修復工

腐食鉄筋部

下地処理

はつり

断面修復材

50 50

カッター切断カッター切断

1

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

断面修復（左官） 100.0

式

m2

（7.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=70mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む

断面修復工B 数量表

1

備　　　考単　位

100m2当り

鉄筋ケレン・防腐処理

名　　称 規　　格 数　　量

断面修復（左官） 100.0

式

m2

（9.0）断面修復材 m3無収縮ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系ﾓﾙﾀﾙ 平均t=90mm

100.0既設Coはつり m2

プライマー含む

カッタ―工含む

   断面修復工Bについては、下地処理の厚さを、下部工平均t=90㎜として算出。

カッター切断カッター切断
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175 45

φ
23

19
5

175

130 45

損傷部分

3
0
0

1D

鉄筋腐食箇所

50 50



久我橋 横桁補修工詳細図

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 横桁補修工詳細図

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

横桁補修工配筋図 S=1:10

施工位置図 S=1:200

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

鈴
鹿
川

G
1

G
2

B

B

コンクリート打設

床版削孔工

施工手順

鉄筋探査工

※コンクリート打設時の施工手順を示す。 1.現地実測の上、寸法の決定を行うこと。

<注記>

削孔長

C2

アンカ－筋定着部詳細図 S=1:5

既設主桁部

削
孔
長

既設床版部

床版削孔部詳細図 S=1:10

削
孔

長

コンクリート打設要領図 S=1:20

B - B S=1:10

鉄筋加工図

C1 D13 C1 D13

C3 D13 C2 D13 C4 D13
C3 D13

C4 D13

C2 D13

C1 D13

C1 4-D13 X 940

C2 1-D13 X 900

C4 7-D13 X 270

C3 7-D13 X 300

鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

C 1 D13 940 4 0.995 0.94 4

C 3 D13 300 7 0.995 0.30 2

6

合　計 D13 6 kg

総質量 6 kg

C 2 D13 900 1 0.995 0.90 1

C 4 D13 270 7 0.995 0.27 2

3

合　計 D13 3 kg

総質量 3 kg

アンカー筋

C1

既設撤去図 S=1:20

横桁補修工① 横桁補修工②

コンクリート舗装

横桁補修工①　　　　　　　　　

   アンカ－筋 D13

横桁補修工②

鉄筋コンクリート床版

   アンカ－筋 D13

既設コンクリート撤去既設コンクリート撤去

コンクリート復旧

3.コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2、鉄筋
　の材質は、SD345とする。

2.床版の削孔にあたっては、鉄筋探査等により既設鉄
　筋位置を確認した後に削孔を行うこと。

※ P6橋脚上は、横桁背面の発泡スチロールを
　 型枠に変更すること。

床版削孔工(φ50)
コンクリート充填

コンクリート
24-8-25N

発泡スチロール
t=10mm

削孔φ23×140           
樹脂注入(エポキシ系樹脂) 削孔φ16×80

ケミカルアンカーRタイプ
(D13ショート用)同等品

発泡スチロール
t=10mm

欠損箇所
200×1200

横桁1箇所当り
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150 150

2400

2100 140

300 300 300 300

7000 7000 7000 7000 7000 7000 30 35 20950 35

84000

20950

200 20550 200 200 20550 200

60
0
1
5
0
0
6
00

140

13010

φ
23

8
0

φ16

1200
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久我橋 高力ボルト設置工詳細図

施工位置図 S=1:200
1.施工に関しては、現地寸法を確認のこと。
<注記>

LC

G1 G2

上流側下流側

断 面 図 S=1:10

鈴
鹿
川

G1
G
2

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

A A

添接部詳細図 S=1:5

A - A

高力ボルト設置図 S=1:5

1箇所当り数量

1-H.T.B.  M22×85 (F10T)

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

久我橋 高力ボルト設置工詳細図

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

鈴
鹿
川

鈴
鹿
川

aa

a - a S=1:5

H.T.B.(F11T)脱落箇所

3.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確
  認された場合、同様の対策を実施すること。

2.補修部材は既設塗装塗替仕様と同等以上
 （F-11塗装系)の防錆塗装を施すものとする。

施工箇所

ボルト設置工

H.T.B.(F10T)
設置箇所 N=1箇所

H.T.B.(F10T)
設置箇所 N=1箇所
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久我橋 仮設図(参考図)

側 面 図 S=1:200 断 面 図 S=1:20

平 面 図 S=1:200

A1～P6間

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

橋　長

桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長 桁　長

支間長 支間長

4.05%

1.0%放物線勾配

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

鈴
鹿
川

上流側下流側

上流側下流側

G1
G
2

Ｎ

亀山市関町新所地内

亀山市

図示

仮設図(参考図)

図面番号

工事名

図面の種類

縮尺

事務所名

施工箇所名

P6～A2間

LC

LC

G1 G2

G1 G2

名　称 規    格 単位 数　量

朝顔足場 290m2

備　  考

仮設工 数量表

TYPE B

一橋当り

シート張り防護

吊足場 TYPE A1 m2 290 シート張り防護

コンクリート舗装

コンクリート舗装

安全ネット

朝顔足場朝顔足場

朝顔足場

朝顔足場

朝顔足場

吊足場

足場チェーン

吊足場

朝顔足場

建地

朝顔足場

吊足場

足場チェーン

安全ネット

建地

朝顔足場
防炎シート
足場板
ころばし

防炎シート
足場板
ころばし

非出水期水位

(
1
30
0
)

※中央部からガラ等が下へ落ちないように対策を行うこと。
※作業高さが地上より2.5m程度以下の場合は監督員と協議の上、移動可能な
簡易足場等の使用も検討すること。
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